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年 人数 年 人数
平成15年度 274人 平成21年度 269人
平成16年度 253人 平成22年度 293人
平成17年度 232人 平成23年度 271人
平成18年度 253人 平成24年度 256人
平成19年度 257人 平成25年度 254人











































フ化したものを図 2．1－ 2．12に示す。このとき、 1文字の単語は意味をなさないものが多
かったため除外した。また、単語の語数上、図に表示されているのは15回以上使われている単
語のみである。
図 2 ．1 　平成26年度の場合
図 2 ．3 　平成24年度の場合
図 2 ．2 　平成25年度の場合
図 2 ．4 　平成23年度の場合
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図 2 ．5 　平成22年度の場合
図 2 ．7 　平成20年度の場合
図 2 ．9 　平成18年度の場合
図 2 ．6 　平成21年度の場合














































































図 3 ．1 　平成15年度～平成18年度の場合










　専門分野ごとにみた結果を図 3．4－ 3．8に示す。語数の関係上、他の言葉と 2回以上の共
起関係が現れた言葉のみを出力している。
図 3 ．3 　平成23年度～平成26年度の場合
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図 3 ．4 　経営・経済
図 3 ．5 　家族・地域社会
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図 3 ．6 　人間・文化


















図 3 ．8 　政治・公共政策
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お わ り に
　現代社会学部の卒業論文の題目の頻度分析、ネットワーク分析を行った結果、現代社会学部
の学生は、同じ学部に所属しているにも関わらず、専門分野ごとに大きな違いがみられ、多様
性にとんだ題目で卒業論文を執筆していることがわかった。また、現代社会学部を標榜してい
ることにも見られるとおり、常に新しい問題やその年に大きな問題となったものに関心を持ち、
その時代に応じた内容で卒業論文を執筆していることがわかった。今後は、名詞だけではなく
他の品詞にも着目し、さらに分析を進めたい。
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